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風の便り
調査研究にも着手
　京都大学大学院教育学研究科が野殿・童仙房の地域にお

邪魔するようになってから、3年目を迎えます。3月8日の「寄

り合い」の機会を利用して、2008 年度の活動計画を説明さ

せていただきました。その際にさまざまなご意見やご感想、

ご助言をいただきました。この場を借りてお礼申し上げま

す。

　本年度は、昨年度に引き続いて、「エクステンション講座」

（星の観察や料理の実習等）、「風と雲の広場」、「昔子どもだっ

たおとなと今の子どもと未来の子どもの農業体験」などの

活動を行う予定です。それらの活動をさらに充実させ、昨

年以上のたくさんの人々が参加して喜んでもらえるような

企画を行いたいものです。7月には、ここ野殿・童仙房の地に、

電気自動車や電気自転車を試験的に運転してもらう企画も

考えています。また、京都大学の学生サークル「紙芝居研」

の協力で、子どもからおとなまで楽しめる「紙芝居」の実

演を行う予定です。

　ところで、これまで紹介してきましたように、さまざま

な研究調査活動を少しずつ始めています。調査研究活動は、

野殿・童仙房の歴史や伝統文化、生活全般にわたるものを

考えていますが、お互いに地域をもっとよく知るために不可欠なものと思われます。

　本号の 2・3面に掲載されている生駒報告「童仙房地区の歴史的形成と教育の関わり」は、数ヶ月間の資料の読解と住民の皆さんへ

の聞き取り調査の成果の報告ですが、それは同時に本格的な調査活動のプレリュード（「序曲」）にもなっています。音と言えば、今年度は、

ABC 朝日放送ラジオが長期間の取材に訪れる予定もあります。地域の皆様にはお世話をおかけするかもしれませんが、どうぞよろし

くお願いいたします。

シンポジウム 「なぜ心理学者が地域に足を運ぶか」
　フィールドに関心のある京都大学の心理学者が集まってこれまで研究してきた成果の報告と今後の研究の抱負を自由に語っていただ

くシンポジウムを開催しました。フィールド心理学は地域のさまざまな課題を前にして何が可能か、地域の人たちと共に考えました。

 日時：4月 18日（金）19:40 より 21:00 まで
 場所：旧野殿童仙房小学校（京都府相楽郡南山城村）

 報告者：やまだ　ようこ ( 教育学研究科教授：生涯発達心理学 )
 　　　　杉万　俊夫 ( 人間・環境学研究科教授：社会心理学 )

 　　　　永田　素彦 ( 人間・環境学研究科准教授：社会心理学 )

 コーディネーター：
 　　　　前平　泰志 ( 教育学研究科教授：生涯教育学 )

主催：野殿童仙房生涯学習推進委員会

共催：京都大学 GCOE プロジェクト「心が活きるフィールド教育と生涯発達のサポートとシステム」

　　　教育実践コラボレーション・センター「教育空間創造ユニット」

『風と雲の便り』を発行して３年目。

おかげさまで、本号で第９号を迎えます。

今回は、これまでの表紙を並べてみました。

こうしてみると、

四季折々の自然の移ろいを感じます。

これからも、野殿・童仙房の魅力を

もっともっと引き出せるような、

装いをこらした表紙を

お届けしてゆきたいと思っています。

風の便り

「結
むす

んで 拓
ひら

いて」夏季セミナーのお知らせ

　来る 8月 9日（水）から 8月 11日（金）にかけて、旧野殿童仙房小学校跡地で野殿

童仙房生涯学習推進委員会を主催にして下記のとおりセミナーを開催いたします。

　このセミナーは、「結んで 拓いて」を合言葉に、人と人、地域と地域を結び、地

域を拓いていくことを念頭におきながら、これまで生涯学習に関心を持ってきた研

究者や市民有志が集まって、野殿・童仙房の区民のかたがたとともに、語りあう時

間を持つことを目的にしています。韓国の梨花女子大学から教員・学生も特別ゲス

トとしてお招きしています。また、期間中子どもたちと一緒に楽しい異文化のつど

いも行います。なお、共催として、京都大学大学院教育学研究科フィールド委員会

「フィールドをたちあげる」、日本社会教育学会プロジェクト研究「ローカルな知」

研究会、京都生涯学習研究会が参画します。関心のある方はどうぞお出でください。

詳細は追って広報いたします。

①　8月 9日（水）18:00 ～異文化のつどい：「むすんでひらいて」

②　8月 10日（木）14:00 ～ 18:00 研究会：「地域通貨―人を結ぶ・地域を拓く」

③　8月 10日（木）20:00 ～公開セミナー：「地域を結ぶ・地域を拓く」

雲の便り
野殿・童仙房より

　南山城村は、京都府の南の端にあり、三重県、奈良県、滋賀県に接します。京都

府下、唯一の村です。南山城村の北部、標高 400 ～ 500 メートルの高原に、野殿

区と童仙房区があります。

　1982 年に独立校となった野殿童仙房小学校は、児童数の減少によって、2006

年 3月、廃校となりました。地域のシンボルである小学校がなくなることは、まこ

とに寂しい限りですが、今ここに京都大学大学院教育学研究科との協定によって新

しい学びの場が創造されていくことは、私たち地域住民にとってこの上ない地域活

性であり、夢と希望に満ちあふれる取り組みです。様々な方々との広く深い交流が

生まれることを望んでやみません。
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野殿童仙房生涯学習推進委員会より
『昔子どもだったおとなと今の子どもと未来の子どものための農業体験』

　イーハトーブをまねるわけではありませんが、農作業をとおして学ぶプログラムは、

野殿・童仙房地域にとって最も自然で、最も地域に密着した取り組みです。単なる農業

体験ではなく、種まきから収穫までを通した学びは、学校教育では学べないものであり、

まさに生涯学習ならではと言えるでしょう。

　野殿童仙房地域内に確保した農地で、地域の農業従事者に教えを受けながら、地域の

子どもたちが中心となり、地域外の子ども・大人もまじえて農作物を育て、収穫します。

農村地帯である当地域の農業を見直すとともに、他地域の人たちとの交流を設定し、子

どもたちの視線で未来の地域づくりを構想します。

　2006 年 8月の開始を予定しています。参加要項、日程など、詳しくはWeb(http://

souraku.net/manabi/) をご覧下さい。

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：「魅力ある大学院教育」イニシアティブ「フィールド委員会」柴本まで
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3030

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊
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風と雲の便り
野殿・童仙房から……

野殿・童仙房へ…… vol.1

『風と雲の便り』創刊号を

お届けします。

いにしえから、風は便りをはこび

雲は便りを託される

と、考えられてきたようです。

他方で、便りとは縁のこと

良き機会のおとずれをも意味します。

縁あって野殿・童仙房の人たちと

お知り合いになれました。

野殿・童仙房に風が運んできた便りを

今度は、雲に託して

全世界に発信していくことができたら。

『風と雲の便り』は

そのための使者の役目を

果たしてくれることでしょう。果たしてくれることでしょう。

京都府 野殿・童仙房

京都大学大学院教育学研究科
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：教育実践コラボレーション・センター
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町　京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3075

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊
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風の便り
野殿・童仙房地域における協働的な「学びの空間」をめぐるフィールドワーク　　

　私たちは、京都大学大学院教育学研究科の研究者養成プログラムである、研究開発コロキアムに依拠して、2007 年 10 月から野殿・

童仙房地区にて調査研究を実施してきました。メンバーの大学院生４名は、次のようなテーマのもと、資料の収集や地域住民へのイン

タビュー調査を行いました。

　「野殿・童仙房と京都大学の協働をめぐって」（児玉　華奈）

　「I ターン移住者にとっての地域活性化―童仙房地区の事例―」（太田　拓紀）

　「童仙房地区の歴史的形成と教育の関わりについて」（生駒　佳也）

　「集落特性の継承について―野殿区の「集会」と「寄合」への着目から―」（辻　喜代司）

　調査はほとんど手探りの状況からはじまりましたが、進展するにつれ、両地区の地域・歴史的

特性や住民の意識について新たな発見の連続となりました。とくに、近代以前から続く伝統的な

野殿地区と、明治の開拓事業でひらかれた童仙房地区は、高原地帯という地理的特性もあって、

それぞれ独特の風土があるように感じられました。そして、調査でのなによりの収穫は、数多く

の地域の方々と接する機会をもてたことでした。昔の苦労話をしていただいたり、特産のお土産

を頂戴したりなど、たいへん好意的に接していただきました。ご協力いただいた皆さま、誠にあ

りがとうございました。とりあえずの報告書は 2008 年３月中に完成いたします。ご意見・ご批

判をいただけましたら幸いにおもいます。

 「地域通貨」を知ろう⑤

裸の王様―― 一物一価の世界から多物一価の世界へ
おとなは、だれも、はじめは子どもだった。

（しかしそのことを、忘れずにいるおとなは、いくらもいない。）

サン＝テグジュペリ『星の王子様』 

　自分にとって一番大切なものだから、誰かに貰ってもらいたいなどと考えるおとながいたら、おとなの世界ではいくらか奇異に思わ

れるだろう。欲しい物を手にする喜びと同時に、誰かに使ってもらいたいから出品する喜び。そのような気持ちは子どもの世界では至

極まっとうなことだということに、おとなはどのくらい気がついているだろうか。また、もしも、世界中の品物がどんなものでも、同

じ値段で買うことができるとしたら、どうだろう。こんなことは、想像してみるだけでも楽しいものだが、子どもの世界に地域通貨を

導入する実験的な試みは、このような世界を垣間見せてくれる。子どもたちが持ち寄った品々は、おとなの尺度（市場価値）では測れない、

子どもの価値観からみた多彩な意味を持った品々である。それは単なる不用品交換の場ではなく、物にまつわる思い出が移譲される場

でもある。くしゃくしゃのポケットから取りだしてきたティッシュペーパーであろうが（それは子ども本人にとってかけがえのないも

のであるかもしれない）、家庭から持ち出された高価な贈答品であろうが、物ひとつには変わりがない。「チャオ！」一枚が交換される

だけだ。それでも子どもにとって、好きなものが選べるのだから十分魅力的だ。子どもが地域通貨を使ってみる、というのは、単に市

場経済の仕組みをいち早く学ぶ予行演習でもなければ、算数の応用実践にも還元されない。むしろ、貨幣というものが、共同幻想の産

物であることを、身をもって体験することに意味がある。おとな自身の現在の暮らしのスタイルを子どもたち自身が告発する契機にも

なりうるものだ。星の王子様も、ピーターパンでない限り、歳をとる。王子様がおとなになったとき、「王様は裸だ！」といわれない

など誰が断言できよう。 前平泰志 Yasushi MAEHIRA 京都大学

注：昨年秋の「風と雲の広場」での「チャオ！」という地域通貨の仕組みのあらましは、『風と雲の便り』第６号

に掲載されている児玉華奈さんの「「チャオ！」の芽生えるとき」に説明されているので参照いただければ幸いです。

卒業式の季節がめぐってきた。

「ほたるのひかりまどのゆき

  書 ( ふみ ) よむつきひかさねつつ……」

卒業式の定番のおなじみのメロディーも

少しずつ歌われなくなっていっている、と聞く。

たしかに、苦学や立身というイデオロギーを

子どもたちに押しつけるのは

時代錯誤というものだろう。

第一、蛍も雪も身近な風景ではなくなったのだから。

だが、このようなことをすべて差し引いても

「蛍の光」は、今なお贈る言葉として輝きを

失っていない、と思う。

そこには、学びたいという気持ちさえあれば

どんな環境にあっても学ぶことができる

というメッセージがこめられているからだ。

蛍も雪もあるけれども

卒業も卒業式もない〈がっこう〉

それが『風と雲の便り』である。

風の便り・雲の便り
風と雲の広場

　きたる10月28日、「風と雲の広場」を開催します。７月15日に第2回目の「風
と雲の市」を予定していましたが、あいにくの台風で中止となりました。今回
は、エクステンション講座に加えて、地域内外の有志の方からの企画も新たに
加わり、子どもからおとなまで楽しく気軽に集っていただける広場になればと
思っています。

日時：10 月 28 日 ( 日 )　10:00 ～ 16:00
場所：旧野殿童仙房小学校校庭
主催：野殿童仙房生涯学習推進委員会

◆エクステンション講座「化石に触れよう」
① 11:00 ～ 12:30 ② 14:30 ～ 16:00
大野　照文先生（京都大学総合博物館　教授）

　「大昔の化石はどのように復元するのでしょうか。三葉

虫を例にクイズ形式で実習します。観察眼と考察力を鍛え

るため、スケッチをし、かなり意地悪な質問に答えていた

だきます。全問正解した人は三葉虫博士に認定します。」

◆〈虹色万華鏡？〉を作ろう
　① 11:00 ～ ② 11:30 ～ ③ 13:30 ～
　江角　陸先生（大阪府立千里高等学校　非常勤講師）

　「太陽の光は 7色の虹色の集まりですね。回折格子とい

う特殊なフィルムを使って、太陽の光を 7色に分けて見

ましょう ( 分光といいます )。そして、少し工夫をして覗

いてみましょう。紙コップ全体にちりばめられたたくさ

んの回転する虹がみえます。名付けて〈虹色万華鏡？〉

です。」※手作り万華鏡の展示もあります。

◆ rimacona ミニコンサート　12:40 ～ 13:00

　rimacona（柳本奈都子さん・原摩利彦さん〔教育学部 4回生〕）

　「童仙房にて演奏をさせて頂くことになりました。これまでに熊本の子守唄や広島の舟歌の音源など地域の音を使った作品を制作

してきました。今回は童仙房の風の音や、風と雲の広場に集まった人たちの音を交えた演奏をしようと思っています。」

◆野童太鼓　14:10 ～ 14:20
　野殿と童仙房の地域の活力となるようにと、野殿童仙房小学校に在職した馬場正幸先生が指揮する地元の親子による和太鼓サーク

ルです。

◆「チャオ！」の広場　13:00 ～ 13:30
    地域通貨「チャオ！」を介した物々交換の広場です。お持ちいただいた物１品につき、「チャオ！」１枚と交換します。「チャオ！」

の広場内にある物はどれでも「チャオ！」１枚と引き換えでもらうことができます。本・おもちゃ・服など、交換してもよい物があ

りましたら、何点でもご持参ください。また、お持ちいただく物に対する思い出などを書いたメッセージあるいはお名前やイニシャ

ルをつけていただいても構いません。物を介した交換を通じて、新しいコミュニケーションが生まれるかもしれません。

※アクセスなどに関しては、下記のホームページをご参照ください。

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：教育実践コラボレーション・センター
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町　京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3075

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊

2007 年 10 月 19日発行
発行：京都大学大学院教育学研究科
教育実践コラボレーション・センター

「教育空間創造ユニット」
編集：前平泰志

編集協力：柴原真知子

制作：（株）松籟社
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「教育空間創造ユニット」京都府 野殿・童仙房

教育と農業の類似性はよく指摘される。

どちらも〈育てる〉ためには時間が必要になるからだ。

いよいよ、エクステンション（公開）講座の

種を蒔く時が来た。

エクステンションという言葉は

拡大や延長という意味があるが

もともと、農業改良事業から派生した言葉である。

アカデミズムの学問の農学が

現場の農業と乖離しすぎたため

大学を離れ、現場に行って

現場から学ぶことが、求められた。

そこから、エクステンションが始まった。

私たちのエクステンション講座も

その精神を継承したい。

実りの秋を迎えるために、長い目で見守ってほしい。

手作り品、小物など何でもご自由にマーケットに
出品できます。（10:00 ～ 16:00）

10:00 ～

「チャオ！」
引き換え受付

11：00 ～
〈虹色万華鏡？〉を

作ろう①
～ 11:30

11:00 ～

エクステンション
講座①

「化石に触れよう」

11:30 ～
〈虹色万華鏡？〉を

作ろう②
～ 12:00

～ 12:30

大野先生を質問攻
めで困らせる時間

12:40 ～
rimacona
ミニコンサート

～ 13:00
13:00 ～

「チャオ！」の広場

～ 13:30
13:30 ～
〈虹色万華鏡？〉を

作ろう③
～ 14:00

14:10 ～
野童太鼓

～ 14:20

14:30 ～

エクステンション
講座②

「化石に触れよう」

～ 16:00手作り万華鏡の世界

大野先生の似顔絵

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：「魅力ある大学院教育」イニシアティブ「フィールド委員会」柴本まで
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3030

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊

2007 年 2月 10日発行
発行：京都大学大学院教育学研究科「フィールド委員会」

プロジェクト「フィールドを立ち上げる」
編集：前平泰志

編集協力：安川由貴子

制作：（株）松籟社
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Think globally, act locally

「地球全体のことを考え、足元から行動しよう」

『風と雲の便り』は、そのような考え方に

あえて異を唱えたいと思います。

Think locally, act globally

「足元から考え、地球全体につなげて行動しよう」

でなければならない、と。

足元とは、そこに生活している人のいる

地域のことです。

この足元に起こっている問題を

考えつくすことこそが、

地球全体の行動につながっていくはずです。地球全体の行動につながっていくはずです。

考えることと行動することが

別々に離れてあるわけではないこと。

そして、野殿・童仙房は行動する場だけでなく

考える場でもあること。

このことを気づかせてくれます。

風の便り
「フィールド委員会の活動を振り返る」
公開報告会を童仙房の地で

　きたる 2月 23日（金）～ 24日（土）にかけてフィールド

委員会の総括を行う公開の報告会を京都府南山城村童仙房に

おいておこないます。

　京都大学大学院教育学研究科のフィールド委員会は次の 4

つのフィールドを軸にして活動してきました。これら 4つの

フィールドを基盤に活動してきた教員と大学院生が一堂に会

して 2年近くの活動を振り返り、次の課題に向けてのステッ

プアップを図りたいと思います。この報告会は公開ですので、

どなたでも聴講できます。奮ってご参加ください。

報告者：Ⅰ．桑原知子 （臨床心理学）「女性のライフスタイル」

Ⅱ．田中耕治 （教育方法学）「学校現場との連携」

Ⅲ．前平泰志 （生涯教育学）「フィールドを立ちあげる」Ⅲ．前平泰志 （生涯教育学）「フィールドを立ちあげる」

Ⅳ．金子　勉 （教育行政学）「教育行政の実際」

参加者：柴本枝美助手、各グループの大学院生

とき ：2007 年 2月 23日（金）16：30～ 18：30 

ところ：旧野殿童仙房小学校

地域通貨で商いする日も近い？

京都府 野殿・童仙房

京都大学大学院教育学研究科
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

「地域通貨」を知ろう①
地域通貨ってなに？――普通のお金とどこが違うの？
　このたび、「地域通貨」に関する連載をすることとなりました。なお、この連載は、昨年 8月に旧野殿童仙房小学校で行われた地域
通貨研究会の発表をもとにしています。今回は、まず「地域通貨」というものについて説明をしたいと思います。
　地域通貨とは簡単に言えば、ある特定の地域のみで流通する通貨のことを指します。地域通貨の特徴は、日本円などの法定通貨であ
る普通のお金と比較して把握すると分かりやすいと思います。
　まず、普通のお金は、為替などを通じて国際的にも使うことができますが、地域通貨はある特定の範囲でしか流通できないという特
徴があります。それが「地域通貨」と呼ばれる一番の由縁です。この「地域」という言葉は、野殿や童仙房のような地理的な地域だけ

を指すのではなく、インターネットでつながった人たちというような「むら」の意味も持ちます。
　お金は、銀行などにあずけると利子がつきますし、借りると利息をつけて返すといったように「利子」
というものが関わってきますが、地域通貨は利子がつきません。地域通貨によっては、ただ持ってい
るだけでは価値が下がっていく（「マイナスの利子」といったりします）ものもあります。
　お金は、ほとんどなんでも買うことが出来ますが、地域通貨は何でも交換できるというわけではあ
りません。地域通貨が何に使えるかは、地域通貨を発行する組織が何を目的にしているかによって決
まります。例えば、ボランティア活動を促進しようとする目的で発行される地域通貨であれば、この
地域通貨で野菜を買うことは出来ないかもしれません。
　お金は、為替に使ったり、銀行に貯蓄して保存できたりと、ものと交換するだけでなく様々な役割
を持っていますが、地域通貨は主に交換を促進するという役割を重視します。これはこの通貨の最も
基本的なはたらきです。
　地域通貨の特徴を簡単に述べれば以上のようになります。ひとことで言えば、これらの特徴は、今
あるお金のあり方を批判的に考えて、通貨をより人間らしく生きることが可能な世界を作り出す手段
へと置き換えようとしているのです。 倉知典弘 Norihiro KURACHI 京都大学大学院

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：「魅力ある大学院教育」イニシアティブ「フィールド委員会」
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3030

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊

2007 年 3月 25日発行
発行：京都大学大学院教育学研究科「フィールド委員会」

プロジェクト「フィールドを立ち上げる」
編集：前平泰志

編集協力：倉知典弘

版画：馬場正幸

制作：（株）松籟社
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雲の便り
子どもからおとなまで楽しめる「フリーマーケット in 童仙房」　　

　きたる 4月 29日（日）、童仙房の地で「市」（フリーマーケット）

を開きます。

　地元の方は、野殿や童仙房で採れた新鮮な野菜・しいたけ・お茶な

ど何でも、どなたでも自由に出品することができます。

　外からの人も大歓迎です。ウォーキングやハイキングのかたわら、

寄り道して「ひやかして」下さい。新鮮な野菜を買うのもよし、家庭

の日用品や都会のめずらしい品を売るのもよし、そして地元の特産品

と交換するのもよいでしょう。自分たちにとっては不必要なものでも

「欲しい！」と思っている人はきっといるはずです。

　同時に、このフリーマーケットは、子どもたち自身が盛り上げ、盛

り上がるイベントでもあります。子どもの、子どもによる、子どもの

ためのフリーマーケットです。出品、値つけ、売買の交渉など、ワイ

ワイガヤガヤ言いながら、働くことと学ぶことが自然に身につくこと

を願っています。

　日時：4月 29日（日）午前 10:00 ～

　場所：旧野殿童仙房小学校前広場（雨天の場合は、旧野殿童仙房小学校体育館内）

　主催：野殿童仙房生涯学習推進委員会

京都府 野殿・童仙房

京都大学大学院教育学研究科
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

「地域通貨」を知ろう②
地域通貨ってなに？――生涯学習と地域通貨を結ぶもの

　私たちは、生涯にわたり学び続ける存在だとしたら、自分をどのように見てどう考えますか。

　生涯学習は、生活の向上、職業上の能力の向上、自己の充実を目指し、各人が自発的な意志に基づいて行う学びであったり、必要に応じ、

可能な限り自己に適した手段及び方法を自ら選びながら生涯を通じて行う学びでもあります。学校や社会の中で意図的・組織的な学習

活動で、スポーツ活動、文化活動、趣味、レクリエーション活動、ボランティア活動などがそれに相当します。つまり、「いつでも」、「誰

でも」、「どこでも」、「何でも」学べる行為と言えます。

　また、私たちの日常の会話の中で「お金がないと何もできない」とよく耳にします。確かに、電気・水道・ガス代、交通費、食費、家賃、

買い物代など全てにお金がないと成り立たないことも事実ですね。でも、ちょっと立ち止まって「本当にそうなのかな？」って疑問を

持ち、自分の今の生活そのものを見直してみたらどうでしょうか。きっと、自分の生活を振り返るきっかけが、その瞬間から始まるで

しょう。そのように自分の生活を見直す動機を与えてくれるものが地域通貨なのです。私たちの生活そのものを、お金だけではない生

活のあり方を、根本から考えさせてくれるものが「地域通貨」と言えます。こう考えると、地域通貨は私たちの生活の中で、子どもや

大人や老人、男性や女性に関係なく、いつでも、誰でも、どこでも、何にでも、お金に替わるチケットとして使用できるのです。使い

方は自由自在です。お年寄りが自分の語れる昔話を孫や子どもたちに語り、地域通貨をチケットとしてもらい、自分がして欲しいこと、

たとえば庭そうじ、肩たたき、買い物、洗濯などをしてもらいチケットとして手渡す

ものなのです。その様に考えると、その使い方は無限に広がって行きます。

　生涯学習と地域通貨は、私達にとり少し張りのあるちょっと生活を変えてみたいと

願う人には大切なものとなります。同時に、この二つのあい異なるように見えるもの

が、実は同じ次元で同じ地平線を目指しているものなのかもしれません。

関上哲 Satoshi SEKIGAMI 東京農工大学大学院

早いもので

お知り合いになって１年余りが過ぎました。

「風」は目に見えず

「雲」は手に触れることが適いませんが

『風と雲の便り』は

確かな〈手ごたえ〉を感じ取っています。

ここまでたどり着けたのも

地域の方々の温かいまなざしと声援のおかげです。

同時に、まだ見ぬ遠くの読者の声なき声と

まなざしにも支えられているのを感じます。

「野殿・童仙房から」発信し

「野殿・童仙房へ」と発信される

ことばの数々が、読む人の声とまなざしに支えられ

味もにおいもある『風と雲の便り』に

育っていくことを願わずにはいられません。

雲の便り
『昔子どもだったおとなと
今の子どもと未来の子どものための農業体験』

　8月 20日、地域の役員たちで、堆肥をすきこんで土作りをし、

畝をたてました。

　夏休みもほぼ終わりに近づいた 8月 26日、地域内外の子ども

と大人、そして京大とがいっしょに、畑に作付けしました。

　この企画は、農作物（そして、そのいのち）が育っていく驚き

といのちを育てる労働の喜びを、すべての子どもたちに知っても

らい、この経験を次世代の子どもたちに伝えていければという願

いをこめて野殿童仙房生涯学習推進委員会が立案したものです。

野菜作りを通じて身近な食生活に親しんでもらうことも目的の

ひとつです。

　その畑で、葉ボタン、キャベツ、ブロッコリの苗を植え、大根、

白菜などの種を蒔きました。2日後には早くも種が芽を出し、雨

が続いたことも幸いして順調に生長し、9月 3日には、1回目の

間引きをしました。せっかく植えたのにもったいない、とも思い

ますが、間引かなければ収穫できないことを考えると、自然の摂

理の厳しさ、同時に人間が生きることの意味に思いが向かいま

す。

　この畑では、農薬等を使う「普通の農業」と、農薬も化学肥料

も使わない「自然志向の農業」とをエリアを分けて同時進行させ

ています。農薬が是か非かというような単純な問題ではなく、命

とは何なのか、生きるとは何なのかを、大地から学んでいきたい

と考えています。

　この秋には収穫した野菜と地元のおいしいお米で、みんなで食

事会をすることを楽しみにしています。

　なお、当事業は京都府の「地域発未来っ子応援事業」に応募し

ましたが不採択との通知をいただきました。どこからも資金は出

ませんが、それでも是非という、地域と京大の強い意欲によって

実現しました。また、大阪の生活協同組合「アルファコープ」も、

隣りの畑で同じ取り組みをしています。生涯学習の活動の輪が広

がることを歓迎いたします。

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：「魅力ある大学院教育」イニシアティブ「フィールド委員会」柴本まで
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3030
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〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊
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制作：（株）松籟社

風と雲の便り
野殿・童仙房から……

野殿・童仙房へ…… vol.2

京都府 野殿・童仙房

京都大学大学院教育学研究科
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

学校での勉強だけが学びではありません。
子ども時代だけが学ぶときというわけでもありません。

おとなからも学ぶことができます。
子どもからも学ぶことができます。

ともだちからも学ぶことができます。
自然からも学ぶことができます。

だれもが、自分の知らないこと、
知りたいことを持っています。
だれもが、自分の知っていることを持っています。

知っている人が知りたい人に教えてあげること、
知りたい人が知っている人から学ぶこと、

学んで知ったことを、まただれかに教えてあげよう。
そこでは、みんながせんせいで、みんながせいとです。

さあ、「いつでもがっこう」、「だれでもがっこう」、
「なんでもがっこう」のはじまりです。

今後の作業日程は以下の通りです。

どなたでも参加していただけます。

9月 30日 ( 土 )　午後 1時～

10月 14日 ( 土 )　午後 1時～

10月 28日 ( 土 )　午後 1時～

11月 11日 ( 土 )　午後 1時～

11月 18日 ( 土 )　午後 1時～（収穫祭）

～ 19日 ( 日 )　午前 10時～（秋の祭典の準備）

11月 23日 ( 木 )　むら・秋の祭典へ出店

生涯学習委員会畑・植え付け

生涯学習委員会畑・間引き作業

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：教育実践コラボレーション・センター
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町　京都大学大学院教育学研究科
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〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊
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「地域通貨」を知ろう③
　　こどもが地域通貨を循環させる試み――こどものつくるまち「ミニさくら」

　暖かい日の午後、たくさんのお札のようなものをもったこどもがおばあちゃんとベンチに座って会話している。

　「自分で働いてもらったの」「うん」と言って、こどもは少し誇らしげにお札のようなものをひらひらさせた。

　「偉いね」とおばあちゃんは誉めた。これは、こどものつくるまち「ミニさくら」での光景だ。

　今年もこどものつくるまち「ミニさくら」は千葉県佐倉市のアイアイモール（中志津中央商店街）で開かれた。ドイツのミュンヘンで夏

休みの 3週間「ミニ・ミュンヘン～子どもだけが市民になれる街～」という“こどもがつくるまち”が行われており、これに触発された“こ

どもがつくるまち”が日本各地で行われており、その先駆的な事例「ミニさくら」は 2002 年から開かれている。

　「ミニさくら」の仕組みは、まず、こどもは受付で 500 円を払い、「市民証」をもらい、職安で求人票をみて、自分のしたい仕事を探す。

それから、その仕事の場所に行って仕事をおしえてもらい、仕事を終えると「市民証」に仕事時間を書き込んで貰う。そして、銀行へいっ

てこのまちの通貨「モール」と交換し、今度はお店などで遊んだり、食べたりできるというものだ。

　冒頭の光景はこうして孫がまちの通貨「モール」を稼いだことに対しておばあちゃんが誉めた言葉だった。

　「ミニさくら」には店ばかりでなく、市役所や警察、清掃局、新聞社などもある。この間でいろいろな仕事が生まれていく。こどもたちの

意見でまちの規則が決められ、運営されていく。こどもたちはこのようにして「働く」ことや「まちをつくる」ことを体験しながら覚えていく。

　このようなこどものつくるまちは全国各地で行われている。

　2006 年 1月に行われた「子どもがつくるまち“ミニさくら”・ハッピーワーク―“子どもたち

の参加で地域通貨を循環させる試み”のご報告」（主催　お母さんの地域通貨会議）には盛岡から

福岡までの各地で子どもがつくるまちを運営しようとしているひとが集まった。ここでは、「子ど

もがつくるまち“ミニさくら”」、「ミニいちかわ 2005」の 10代スタッフが「こどもがつくるまち」

について語り、多くの質問もそこに集中した。「こどもがつくるまち」の 10代スタッフから「子

どもがつくるまち」の参加者のこどもと大人のスタッフや「保護者」の間に立って 10代スタッフ

が「こどもがつくるまち」をサポートしていることがなどが語られた。このようにこどもが地域通

貨を循環させる試みは全国に広がっている。それは、こどもから 10代スタッフへ、そして、おと

なへ、そして、現実のまちへとつながっていく。このこどもたちが大人になったら、社会は変わっ

ていくだろう。 長岡素彦  Motohiko NAGAOKA 地域情報研究所・ジャーナリスト

いずこの村も、いつの時代にあっても

外から訪れる「漂泊の人」がいました。

薬売り、行商人、修験者、旅芸人、獅子舞、香具師、、、

様々に行き交う人たちが、

村に新しい〈風〉を運んでくれたことは

想像に難くありません。

もちろん、「漂泊の人」も

「定住の人」から学んだ智恵や技術を

今度は〈雲〉となって別の村に伝えたことでしょう。

現代の「漂泊の人」は新たな形で蘇っています。

大学もまた「漂泊の人」のひとりです。

「漂泊の人」と「定住の人」が、互いに

深いところでの信頼感でつながれたとき、

人も地域も自立する条件ができたと言えるでしょう。

そのような自覚と栄誉をもって、臨みたいと思います。そのような自覚と栄誉をもって、臨みたいと思います。

風の便り
　　旬と素材の味を活かした料理を童仙房の地で！

　畑から採ったばかりの野菜、摘んだばかりの新茶、おいしい水から作られたお米――これらを使ったプロの料理人による料理を

味わってもらう「授業」を旧野殿童仙房小学校で行います。受講生は主として京都大学と奈良女子大学の学生です。

　ねぎ、キャベツ、しいたけ、筍、トマト、……その時々の旬の素材を活用し、「和食本来の出汁と素材の持つ旨みを大切にした」

料理が受講生に振舞われる予定です。料理とその説明をしてくださるのは、銀閣寺近くの創作和食料理店 sun-aid Eisuke の店主、

阿山哲生さんです。スーパーマーケットに並べられている野菜やコンビニの出来合いのお弁当しか知らない都市で生まれ育った学

生達がどのような反応を示すか興味津々です。そしてなによりも、素材にこだわった本格的なプロの味を堪能できることを今から

楽しみにしています。

　また、この「授業」の前に中村富士雄野殿区長より「野殿・童仙房の生活」についての「講義」があります。この「授業」はひ

とつの実験的な試みですが、成功すれば学生達だけでなく、もっと多くの人たちに喜んでいただけるように定期的に実施すること

も考えています。

　　　講 義 ：「味覚と他の感覚を重ねあわす――もうひとつの生涯学習」

　　　講 師 ：阿山　哲生 (sun-aid Eisuke 店主 )

　 　 と き ：6月 9日（土） 11：00 ～ 16：00

　　　ところ：旧野殿童仙房小学校

　　　主 催 ：〈ローカルな知〉研究会

　　　後 援 ：野殿童仙房生涯学習推進委員会
名物「穴子豆腐」

様々な地域通貨

「地域通貨」を知ろう④

「チャオ！」の芽生えるとき
　野殿童仙房生涯学習推進委員会でも地域通貨を作り、使ってゆこうということになりました。地域通貨の名称は「チャオ！」です。名

前には 3つの意味と思いを込めています。1つめは、イタリア語の挨拶です。野殿童仙房の地で「チャオ！」を媒体として出逢い、交流

できるようにという願いを込めています。2つめは、「チャオ！」の「チャ」に、野殿童仙房地域の名産である宇治茶の「茶」をかけて

います。そして 3つめは、茶の湯の思想です。茶の湯は、眼に見えているものの背景には眼に見えないことの世界が拡がり、息づいて

いるという侘びを身体化してゆく学びです。またお茶席では、茶を仲立ちに自身の相手へのおもてなしの気持ちを伝えます。その場に一

緒に居るもの同士、五感でお茶席を楽しみます。こうした意味と思いをデザインし、地域通貨「チャオ！」が誕生しました。「チャオ！」

を使って、野殿童仙房の地で風を感じながら、贈ること、受けとることをひとつひとつ丁寧にやってゆけたら、と思っています。

　実際「チャオ！」は、第 1回「風と雲の市」の「チャオ！の広場」で使いました。本、食器、手作り石鹸等さまざまな物が持ち寄られ、

「チャオ！」は物々交換の仲立ちの役割を担いました。「チャオ！」は多物一価と呼べるようなしくみの通貨です。物 1個につき、「チャ

オ！」1枚と交換できます。交換によって手にした「チャオ！」を持って今度は、「チャオ！の広場」に出された物の中から 1個を選んで、

その物と交換します。「チャオ！」を使ってみて「チャオ！の広場」に持ち寄られた物には語りの

水脈があることに気づかされました。わたしはもう使わなくなった物だから、わたしの大事な思

い出の物だから、誰かに使ってもらいたい。ひとつひとつ物には声があるのです。しかし「チャオ！」

と交換され、出品されると、その物は一旦匿名性を纏います。ここでひとつの語りの水脈の切断

とリセットが生じます。そしてその物が「チャオ！」と引き換えに選び受け取られると、また新

しい語りが生まれ、脈々と流れ出すことでしょう。「チャオ！」は語りの水脈にどのように関わっ

てゆくのでしょうか。「チャオ！」は試行錯誤の段階ですが、「チャオ！」を使いながら、作り続

けてゆきたいと思っています。 児玉華奈 Kana KODAMA 京都大学大学院

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：教育実践コラボレーション・センター
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町　京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3075

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊
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「井の中の蛙大海を知らず」

というよく知られたことわざがある。

次にこのような文句が続くことがあるのを

ご存知だろうか。

「されど空の青さを知れり」

井の中の蛙は、井の中にしかいないことによって

井の外にいるものより、見えてくるものがある。

否、所詮みな自分の井の中でしか

生きることができないのだとするなら

私たちも、空の青さを知る方に賭けてみよう。

そういえば、野殿・童仙房には

どの家にも井戸があるという。

雲の便り
　　第 2回「風と雲の市」のお知らせ
　第 2回「風と雲の市」を下記のとおり開催します。マーケットだけではなく、コンサートや万華鏡を作る実演もあります。

奮ってご参加ください。詳細は、野殿童仙房生涯学習推進委員会のホームページ (http://souraku.net/manabi/) でご確認下さい。

　　日時：7月 15日（日）10：00～ 15：00 

　　場所：旧野殿童仙房小学校前広場

地域通貨「チャオ！」

風の便り　　
　　ふるさとで考えるこれからの「材料工学」
9 月 14 日（金）、15日（土）に、京都大学材料工学スクールが旧野殿童仙房小学校で夏季合宿を開催します。企業および大学から

の参加者が、生活における便利さと不便さの意味を自らに問いかけ、我が国におけるこれからの‘材料’と人間と社会と自然のより好

ましい関係のあり方をめぐってセミナーや小グループでの自由討論を行います。

　京都大学材料工学スクールは、「産業は学問の道場である」という精神を学生や若手研究者の材料教育・研究で実践するために、京

都大学工学研究科材料工学専攻が産業界の協力を得て開講しました。これまで、冬期フォーラムや企業の研究者によるリレー講義など

を開催してきました。今回の夏季合宿は、テクノロジーと童仙房の地という異質なものがぶつかりあうユニークな企画です。このスクー

ルを主宰されている京都大学大学院工学研究科教授の松原英一郎先生はじめ、企業の方と、地域の方でシンポジウムを開催する企画も

準備中です。

　　日時：9月 14日（金）14：00～ 15日（土）14：00

　　参加：京都大学材料工学スクール参加企業、京都大学材料工学専攻大学院生、教員有志

　　場所：旧野殿童仙房小学校

　　主催：京都大学材料工学スクール

　　後援：野殿童仙房生涯学習推進委員会

2008 年度活動予定表
月 内容
4 シンポジウム「なぜ心理学者が地域に足を運ぶか」

5
『風と雲の便り』第 9号
調査研究（研究デザイン策定）
講義と実習「耳を澄ます料理を味わう」

7

「風と雲の広場」（催し）
　エクステンション講座：「電気自動車を使う」
　実演：「紙芝居を見よう」京大紙芝居サークル
　市：「チャオ！の広場」
　　　「いつでもだれでもなんでもマーケット」
『風と雲の便り』第 10号

8
「昔子どもだったおとなと今の子どもと
　　　未来の子どものための農業体験」～ 11月
調査研究（予備調査）

9 エクステンション講座：「星を観測しよう」

10

「風と雲の広場」（催し）
　エクステンション講座
　市：「チャオ！の広場」
　　　「いつでもだれでもなんでもマーケット」
調査研究（集計）

11
農業体験：収穫祭・南山城村「活き生きまつり」への出店
調査研究（分析）
『風と雲の便り』第 11号
2『風と雲の便り』第 12号
3 今年度の振り返りと次年度の予定についての話合い

シンポジウム報告者の先生方

（詳細は今後チラシなどでお知らせします）



　学校をめぐる攻防

　開拓されたばかりの童仙房では、1875（明治

8）年に府が道宣小学校を設置し、吏員や泥 寺住

職などが教員として村の子どもたちを教えていま

した。同小学校は 1879（明治 12）年支庁が移さ

れたことを契機に一旦、廃校となり、開拓村であ

ることからか 1897（明治 30）年には義務教育免

除となりますが、やがて 1902（明治 35）年には

大河原尋常小学校童仙房分教場が設置されました。

府がいち早く神社と学校を設置し、また義務教育

免除を布達していたことは、教育作用以上に学校

に村の紐帯としての機能を期待していたと考えら

れます。一方、住民は、1887（明治 20）年、湯

船村との村界確定に際し（湯船村に有利な合意に

至ったためか）、湯船村より童仙房村小学校教育補

助金として 500 円の寄付を受ける契約を結んでお

り、早くも小学校教育が村の担保機能を有してい

ることを示しています。実際、童仙房住民による

京都府への嘆願書は、「無筆」「無学」なるが故に

童仙房住民が兵役や嫁入りで「童仙房生レナリト

卑」しめられるため、学事奨励とそのための共有

財産の設置を訴えています。童仙房は移住者の多

大な労苦によって村落を維持してきましたが、決

して裕福な村とはいえませんでした。明治から続

く村の教育にかける熱意は、この歴史からくるの

かもしれません。戦後において再三に渡り、京都

府は小学校の統合を勧告しています。しかし、そ

れを跳ね返すかのように、1982（昭和 57）年に

は野殿童仙房小学校が独立しています。村史編纂

に関わった前野雅彦氏は、童仙房の特徴として、「徳川の平和」とよばれる、他村が経験してきたような「村落を文化的制度的に結束

させる「平和だが停滞した時代」がなかった」ことをあげています。この過去の蓄積分を、教育を媒介とした未来への投資に向かわ

せたのが、小学校の独立や、また京都大学との連携であったのかもしれません。

　ただ、この地区は「官」の恣意に翻弄されてきた歴史を持っています。京都大学も考えようによっては「官」に相違ありません。

地域の皆さんと京都大学の関係者が、その立場を越えて、現在の日本が抱える多くの課題や可能性をこの地域に見い出し、それこそ「協

同」する中で、新たな展開が見えてくるのではないのかと、歴史を振り返りながら感じています。

　教育の新たな試み

　「開拓」「フロンティア」は未来に立ち向かう勇壮な響きを持っています。しかし、近代国家がこの「開拓」を必要としたのは、これによっ

て「発見」される「他者」を通じて新たな「国民」を形成するという目的もありました。この意味で童仙房は「内なるフロンティア」

としての意味を持っていたのかもしれません。童仙房と隣接する対照的に歴史的蓄積の深い野殿地区は、童仙房を「他者」として見

てきた隣人にあたります。しかし、その野殿地区が「協同」して「野殿童仙房小学校」という独立校を成立させ、また、今回新たに「野

殿童仙房生涯学習推進委員会」を設けていることは、教育を紐帯にした新たな試みの始まっていることを教えてくれます。ここに京

都大学が加わることは、近代教育の持ってきた意味を根本から問い直す可能性も示してくれているようにも感じます。

生駒佳也 Yoshiya IKOMA　京都大学大学院童仙房地区の歴史的形成と教育の関わり　

　童仙房が大変興味深い歴史をもっていることは、住民の皆さんの話や図書館、村史編纂室にある資史料、また『童仙房

開拓百年の歩み』、『南山城村史』で知ることができました。昨年度、野殿・童仙房をめぐる研究を始めるにあたり、私は、

童仙房の歴史を、2006 年 6 月に京都大学大学院教育学研究科と野殿・童仙房の皆さんが「野殿童仙房生涯学習推進委員会」

を設立するに至るまでの経緯を中心に調べようと思いました。研究に際しては、地域の皆さんにインタビュー、資料調査、

また現地案内など多大な協力をいただきました。ここでは調べた歴史の概略を報告いたします。

　開拓と産業の変遷

　江戸時代後半に藤堂藩、柳生藩、禁裏御料の境界地として「無住の地」であった童仙房域は、成立したばかりの京都府（現在とは異なり、

京都市中と北山城を中心とした狭い領域でした）によって直営の開拓計画が推進されました。全国でも最も早期に計画された童仙房

の開拓は、幕臣が多かった京都の事情（同様に江戸は、現千葉県松戸市の小金原が開拓されました）によりますが、当初想定してい

た士族卒族に禄制が通達されたため、庶民中心の応募となりました。府が開墾を主導し、1869 ～ 70（明治 2～ 3）年にかけて 141

戸にそれぞれ田四反、畑八反、山林二町が分配され、1872（明治 5）年には綴喜、相楽二郡の支庁が設置、府南部の中心地として村

づくりが推進されました。しかし、通行の便などから早くも 1879（明治 12）年に支庁は木津に戻され、同時に警察や郵便局も移転し、

当初の入植者の７割近い人々が離村することにつながりました。

　開拓当初から府は、開港の影響もあり茶園を中心とした開墾計画を持っていました（当時、お茶は生糸に次ぐ重要な輸出品でした）。

南山城地域に近世から発達していた棉
めん

作と茶業は、やがて貿易圧力からも茶業への転換が進みましたが、1911（明治 44）年時点では、

童仙房に残った農家 47戸のうち、自作 17戸・自小作 10戸・小作 20戸と短期間のうちに激しい階層分化を生じていました。大規模

に土地を集積したのは奈良県を含め村外の地主でした。

　茶業を補完し、昭和に入るとやがてこれをも凌駕していったのが木炭でした。大河原炭は京都市内でも良炭として高値で取引され、

その多くが童仙房から搬出されました。また 1943（昭和 18）年には隣接する高山村で亜炭層が発見され、大河原駅が拡張、道路が

整備される中、人口は急増し、戦争末期には疎開人口も加わりました。

　敗戦直後の木炭景気によって、1947（昭和 22）年、電灯が引かれ、また食料増産のため政府が制定した「緊急開拓事業実施要領」

に基づき、「第二次入植」が行われましたが、1953（昭和 28）年、二度にわたる南山城大水害によって、相楽郡は大きな被害を受け

ました。その対策からダムや道路建設が進む中、1955（昭和 30）年には「新農山漁村建設選定村指定」により童仙房に「第三次入植」

が行われ、1969（昭和 44）年、開拓百年を 69戸 337 人（第一次入植者の子孫は分家も含めて 42戸）で迎えることになりました。

経済成長は村の生活を向上させましたが、エネルギー転換により木炭需要を低下させ、茶業への回帰と兼業化、さらには離村も促進

しました。

　童仙房をめぐる歴史研究

　童仙房の歴史は、戦前から注目されてきました。1929（昭和 4）年から相次いで発表された論考は、1935（昭和 10）年に出され

た吉川秀蔵の『士族授産の研究』に集約されますが、この間の分析がすべて開拓事業としての成否を問う経済史的観点が中心となっ

たことは大きな特徴です。戦後に出された論文もこの延長にあり、開拓帰農を敗戦後の日本に投影しようとしています。

　これらに対し、1970 年代に行われた研究は「過疎」を視点として設定し、その代表として童仙房をみようとしていました。京都府

立大学が中心となったこれらの研究では、過疎を「社会病理」としてとらえ、その処方箋を導き出そうとする極めて現実的なものでした。

しかし、その社会学的視点から悉
しっかい

皆調査を行っており、今では貴重なデータとしての意味をもっています。

　1995 年からは南山城村史の編纂事業が開始されます。10年にも及ぶこの事業は、村の生活全般を歴史的に捉えようとしており、

童仙房を始め村民の皆さんから貴重な資料提供を受け、また広範な聞き取り調査も行ってきました。ここでの成果は『南山城村史』と

して結実しますが、この作業に加わった研究者が、民俗学的視点や歴史的視点から論考を発表しています。市町村史は合併や統合に

より新たな自治体が誕生するという歴史的変遷に伴い、町や村の「自意識」を編み直す役割を背負っていますが、そこに残された記録は、

個々の共同体の成り立ちを行政区を越えた姿として提供してくれます。図書館に隣接する村史編纂室にある貴重な資料は、今後とも

南山城村の姿を伝えていってくれるものだと思います。

童仙房略史

1869（明 2） 入植開始（当初は窮民開拓→士族卒族耕作予定）、製茶目的（兵庫開港）

 一戸に付き…田四反・畑八反・山林二町

1870（明 3） 141 戸

1871（明 4） 136 戸　田畑 137 町

 童仙房村成立　146 戸（当初は開拓官員が村を運営）

1872（明 5） 童仙房支庁設置（綴喜・相楽二郡）

1875（明 8） 道宣小学校設置（野殿・童仙房両村立）

1876（明 9） 泥 寺（浄土真宗　住職が小学校の教員の役割）

1879（明 12） 支庁を童仙房→木津へ移す。警察、郵便局も移動

1888（明 21） 89 戸

1892（明 25） 道宣小学校→童仙房分校へ（あるいは 1902 年か…校舎が新築に）

1897（明 30） 58 戸　333 人　田畑 82町　関西鉄道大河原駅設置　

1902（明 35） 大河原尋常小学校童仙房分教場

1911（明 44） 農家 47戸中　自作 17戸・自小作 10戸・小作 20戸

1917（大 6） 消防隊結成

1919（大 8） 大河原発電所完成（大正期に童仙房以外に電灯、童仙房は 1948）

1929（昭 4） 童仙房倶楽部（自治会議所）

1933（昭 8） 童仙房まで林道開設

1942（昭 17） 童仙房分教場　訓導二人・四～六人の生徒、三人の朝鮮人生徒

1943（昭 18） 亜炭層発見（高山村）…大河原駅拡張　人口急増・道路整備　木炭景気

1945（昭 20） 51 世帯＋疎開家族 25世帯＋敗戦後 27戸入植

1947（昭 22） 大河原中学校開校

1948（昭 23） 電灯全地区に（野殿は 1923 年に、近い 9番には 35年に）…木炭景気

 木津高校大河原分校設置（昼間定時制 4年、1956 年募集停止 59年廃校）

1949（昭 24） 組合立笠置中学校（大河原中学校廃校）野殿童仙房分教場（童仙房公民館内）

1952（昭 27） 童仙房分教場校舎竣工

1953（昭 28） 南山城大水害（道路壊滅…孤立化）

1955（昭 30） 南山城村（大河原村＋高山村）

 新農山漁村建設選定村指定　112ha 開墾計画、９戸入植

1959（昭 34） 有線電話加入

1966（昭 41） 電電公社電話架設

1969（昭 44） 開拓百年（69戸　337 人）

1975（昭 50） 笠置中学校移転、童仙房分教場廃校

1982（昭 57） 野殿童仙房小学校開校

1996（平 8） 77 世帯　272 人（開村当初からは 23戸）

2006（平 18） 野殿童仙房小学校閉校

 京大と連携　野殿童仙房生涯学習推進委員会発足


